
「あいちトリエンナーレ 2019」への補助金「不交付」決定に対する要望書 

 

2019年 8月 1日に開幕した「あいちトリエンナーレ 2019」のなかの企画展の

一つ、「表現の不自由展・その後」の展示が開幕からわずか 3日で一時中止に追

いこまれた。これは、展示作品の一つである「平和の少女像」などに対して、

河村たかし名古屋市長が「日本人の、国民の心を踏みにじるもの」だから撤去

すべきだと発言して、大村秀章愛知県知事に中止を申し入れたことに端を発す

る。その後、松井一郎大阪市長の「慰安婦の問題というのは完全なデマ」「デマ

の象徴の慰安婦像を行政が主催する展示会で展示するべきものではない」とい

った発言や、「あいちトリエンナーレ 2019」に対する文化庁の補助金交付決定に

ついて「事実関係を確認、精査した上で適切に対応したい」との菅義偉内閣官

房長官の発言が続いた。これに同調したメール・電話・FAX等による抗議の殺到

と脅迫とにより、展示は一時中止になったのである。その後、9 月 26 日になっ

て、文化庁は、「文化芸術創造拠点形成事業」の一環である「2019年度『日本博

を契機とする文化資源コンテンツ創成事業(文化資源活用推進事業)』」として採

択されていた「あいちトリエンナーレ 2019」に対する補助金 7829万円の「不交

付」を決定した。 

「表現の不自由展・その後」を一時中止に追いこむ契機となった河村名古屋

市長の発言は、日本国憲法第 21条第１項に規定された表現の自由を侵害する行

為に他ならない。一方、「あいちトリエンナーレ 2019」への補助金不交付の理由

として、文化庁は本件について愛知県に「不適当」行為があったことを挙げた。

つまり、「補助金申請者である愛知県は、展覧会の開催に当たり、来場者を含め

展示会場の安全や、事業の円滑な運営を脅かすような重大な事実を認識してい

たにもかかわらず、それらの事実を申告することなく採択の決定通知を受領し

た」のだという。しかし、これは明らかに事後的にこじつけたものでしかなく、

結果的に文化庁は、表現の自由の侵害行為に荷担することになってしまったの

である。 

本来、行政機関は、今回の「表現の不自由展・その後」に加えられた攻撃に

対し、展覧会施設や関係者の安全保護を徹底し、一方で、憲法上の権利である

表現の自由を尊重する姿勢を毅然と示すべきであった。もし、今回の補助金「不

交付」決定のような、すでに決定された補助金の支給決定の取消を許すような

ことがあれば、それが前例となって、今後も、行政機関や公的助成機関が、脅

迫や抗議を理由に、学術・教育等の活動に対する補助金支給決定をいくらでも

取り消し得ることになる。このことは、近年、特に社会科学分野において、科

学研究費補助金の交付を受けた研究の内容について、政治家等が「国の補助金

にふさわしくない」などと干渉・介入する動きが出ていることとも軌を一にし



ている。その時々の政権担当者の意に添わない事業や研究への支援・助成に圧

力をかけようとするものに他ならない。今回の「あいちトリエンナーレ 2019」

に関連して起った一連の出来事は、日本国憲法第 23条の学問・研究の自由を擁

護する立場からも、看過できない深刻な問題を含んでいるのである。 

さらに問題となるのは、「公共的な事業」「公共の場」では表現の自由は制限

されても仕方がないという趣旨の発言を、河村名古屋市長が行っていることで

ある。これに対して大村愛知県知事が的確に反論しているように、むしろ公共

の場においてこそ表現の自由は保障されるべきである。このように公共性が誤

用して理解されている状況において、文部科学省・文化庁はその誤りをただし

国民を啓発する役割を担うべきであろう。 

我が国の歴史学系学協会の連合組織である日本歴史学協会は、表現の自由、

学問・研究の自由がないがしろにされ侵害されている現状を深く憂い、賛同す

る学協会と共同で本声明を出すことにした。まずは、「あいちトリエンナーレ

2019」に対する補助金不交付決定を取り消すように、文部科学大臣および文化

庁長官に強く要望するものである。 
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